
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
木工芸術スクールが高山市と連携して製作した家具の引渡し式を実施します 

 
木工芸術スクールでは、訓練生の家具製作技術向上のため、令和２年度より高山市の協力を得て、実

習訓練で製作した家具を市内公共施設等で展示・使用しています。 

このたび、高山市の施設『飛騨高山にぎわい交流館「大政（だいまさ）」』で展示・使用する家具が

完成しましたので、下記のとおり家具の引渡し式を実施します。 

 

記 

 

１ 日 時   令和５年３月１４日（火） １３：３０～１４：３０ 

 

２ 場 所   高山市役所４階秘書課 貴賓室  ※取材の事前申し込みは不要です。 

 

３ 次 第   ・木工芸術スクール校長 あいさつ 

        ・訓練生による作品紹介 

        ・高山市長 あいさつ 

        ・感謝状贈呈（高山市長より訓練生代表へ贈呈） 

        ・記念撮影 

 

４ 参加者   高山市長 田中
た な か

 明
あきら

 

木工芸術スクール校長 柴田
し ば た

 幸治
こ う じ

 

木工芸術スクール訓練生 ６名 

 

５ 作 品   下足箱       １台 

        コートハンガー   ２台 

        傘立て       ２台 

        立看板       １台 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットでの情報提供 

提供予定日  月 日 
岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

高山記者クラブ同時配布資料 

令和５年３月７日（火） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担当係 担当者 電話番号 

木工芸術スクール 管理調整係 門端 宏 
直通 0577-32-1143 

FAX  0577-32-1929 

【参考】高山市と木工芸術スクールの連携の概要 

木工芸術スクールでは、毎年３月に開催する「技能作品展」に向け、各訓練生が２～３点の家具を製作す

る実習訓練に励んでいます。令和元年度は新型コロナウイルス感染症の影響により「技能作品展」の開催を

断念したため、実習訓練で培った技術の成果を発表する機会を失いました。 

このため、令和２年度より高山市の協力を得て、市民の目に触れる公共施設等での展示・使用を前提とし

た家具を製作する連携事業に取り組んでいます。 

多くの方々が訪れる施設で、訓練生が製作した家具が実際に使用されることで、木工芸術スクールの知名

度向上と、地場産業の人材育成に繋がることを期待しています。 



 

下足箱                     コートハンガー 

     Ｗ1437×Ｄ430×Ｈ730ｍｍ           Ｗ400×Ｄ400×Ｈ1500ｍｍ 

 

 

コートハンガー                           傘立て 

Ｗ670×Ｄ540×Ｈ1480ｍｍ           Ｗ300×Ｄ300×Ｈ600ｍｍ 

 

 

    傘立て                     立看板 

     Ｗ420×Ｄ420×Ｈ680ｍｍ            Ｗ500×Ｄ250×Ｈ775ｍｍ 

    

 


